
１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
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2025 年度

昨年度（基準年度）よりエネルギー使⽤量が削減され、エネルギー原単位も改善されている為、
CO２排出量も乗じて削減出来ていると推測される。

基準年度よりガス、軽油削減され、電⼒使⽤量が増加してCO2排出係数が基準年度よりも⾼く使⽤
量も増加した為、排出量はマイナス削減となったが、電⼒使⽤量が増えた分製造量が増加しその分
原単位に関しては改善された。

非化石エネルギーの
使⽤割合

非化石電気 18.57
その他非化石
エネルギー等

非化石エネルギーの
使⽤割合

非化石電気 26.05
その他非化石
エネルギー等

4,919

-2.63
2024

2023 年度

年度

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）   第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 仙台飼料株式会社
事 業 所 の 名 称 仙台飼料株式会社
事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市宮城野区港4－10－2
主 た る 事 業 飲料・たばこ・飼料製造業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

目標排出量 4,649

温室効果ガスの
排出状況

及び削減目標
・

非化石エネルギー
の

使⽤割合目標

非化石エネルギーの
使⽤目標割合

非化石電気 1.00
その他非化石
エネルギー等

0.54

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

弊社のエネルギー管理標準のエネルギー管理方針に基づく。
① 省エネルギーの年度目標を定め、目標達成に努める。
② 省エネ法に基づく管理標準を定め、遵守に努める。
③ 従業員全員参加の省エネルギー活動に努める。
省エネルギーを進めることにより、エネルギー使⽤量の削減により温室効果ガス削減に努める。

基準年度 基準排出量 4,793 基準原単位

排出量等の
増減理由

目標年度

温室効果ガスの
排出状況

削減率

排出量

排出量

削減率

排出量

削減率

削減率

排出原単位

排出原単位

削減率

排出原単位

排出量等の
増減理由

排出量等の
増減理由

非化石エネルギーの
使⽤割合

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

削減率

第１年度

第２年度

第３年度

14.12

13.69

13.56

13.9

2022

削減率
2025 年度

4,767

目標原単位

削減率



３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％ 86 ％

％

％

％

選択対策の
実施状況

その他の対策の
実施状況

外部機関による省エネ診断 未実施

その他地球温暖化を防止する対策の実
施

項目 実施状況

⽣産性管理 実施済

エネルギー使⽤量の⾒える化（前年度⽐較） 実施済

蒸気トラップの管理 実施済

従業員への周知を進め、全体での取り組みへと発展させ
る

未実施

75

75

第３年度
実施状況の説明

等

具体的な取組内容 実施状況

目標年度

再⽣可能エネルギーの導入 未実施

項目

基 本 対 策 の
実 施 状 況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等
今季は新しい取り組みが出来なかった為、来年度はCO2
削減活動に向けた取り組みを実施していく

第２年度
実施状況の説明

等
今季も新しい取り組みが出来なかった為、来年度はCO2
削減活動に向け１つでも新たな事に取り組みたい

75

エネルギー使⽤量の⾒える化（分計による課題発⾒） 実施済

廃棄物削減対策の実施 産廃物が出る設備の点検及び改修 実施済


